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第 ３ 章
教科等指導におけるカリキュラム・マネジメント

１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性
２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割



2

第3章 教科等指導におけるカリキュラム・マネジメント

「これからの時代に求められる資質・能力を育むため

には、各教科等の学習とともに、教科等横断的な視点に
立った学習が重要であり、各教科等における学習の充実
はもとより、教科等間のつながりを捉えた学習を進める必
要がある」

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について
(答申) 平成28年12月21日

・教科等を越えた視点で教育課程を見渡して相互の連携を図り、教育課程
全体としての効果が発揮できているか。
・教科等間の関係性を深めることでより効果を発揮できる場面はどこか。

必 要 性

検討・改善の視点
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

第3章 教科等指導におけるカリキュラム・マネジメント

＜育成を目指す資質・能力＞

・例えば国語力，数学力などのように，伝統的な教科等の枠組みを踏まえながら、社会の中で活用できる力と
しての在り方について論じているもの。

・例えば言語能力や情報活用能力などのように，教科等を越えた全ての学習の基盤として育まれ活用される
力について論じているもの。 学習の基盤となる資質・能力

・例えば安全で安心な社会づくりのために必要な力や，自然環境の有限性の中で持続可能な社会をつくるた
めの力などのように，今後の社会の在り方を踏まえて，子供たちが現代的な諸課題に対応できるようになる
ために必要な力の在り方について論じているもの。 現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

教科等の枠組みを踏まえて育成を目指す資質・能力

教科等間の枠組みを超えた資質・能力

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 P47-48
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

教科等の枠組みを踏まえて育成を目指す資質・能力

教科等ごとの枠の中だけではなく，教育課程全体を通じて
目指す教育目標の実現に向けた各教科等の位置付けを踏ま
え，教科等横断的な視点をもってねらいを具体化したり，他
の教科等における指導との関連付けを図りながら，幅広い学
習や生活の場面で活用できる力を育むことを目指したりして
いくことも重要となる。

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 P48
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

教科等間の枠組みを超えた資質・能力の育成

(1) 学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の(1)）

(1) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報
活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の
基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の
特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るも
のとする。

学習の基盤となる資質・能力
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

教科等間の枠組みを超えた資質・能力の育成

(2) 現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力（第１章第２の２の(2)）

(2) 各学校においては，児童や学校，地域の実態及び児童の発達
の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次
代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応して
求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成していく
ことができるよう，各学校の特色を生かした教育課程の編成を
図るものとする。

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力



7

１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

・ 健康・安全・食に関する力
・ 主権者として求められる力
・ 新たな価値を生み出す豊かな創造性
・ グローバル化の中で多様性を尊重するとともに，現在まで受け継がれてきた我が国固有の領土や歴史に
ついて理解し，伝統や文化を尊重しつつ，多様な他者と協働しながら目標に向かって挑戦する力

・ 地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力
・ 自然環境や資源の有限性等の中で持続可能な社会をつくる力
・ 豊かなスポーツライフを実現する力

（答申で例示された現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力に関して，具体的に教科等横断的に教育内容を構成する例として付録６参照）

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 P52-53

内容と内容、単元と単元の関連
全体計画にまとめる

数時間のまとまりのある授業の計画

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

教科等間の枠組みを超えた資質・能力の育成
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

教科等間の枠組みを超えた資質・能力の育成

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 P48

横串を刺す

資質・能力を基にしたカリキュラム・アプローチ

課題やテーマを基にしたカリキュラム・アプローチ

教科等間の枠組みを超えた資質・能力の育成
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 付録6 P204-249

総 則
国語科

社会科

音楽科
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１ 教科等横断的な視点で組み立てられた計画の有効性

各教科，道徳科，外国語活動及び特別活動それぞれの目標，指導内容の関連を検討し，
指導内容が不必要に重複したり，重要な指導内容が欠落したりしないように配慮するとと
もに，指導の時期，時間配分，指導方法などに関しても相互の関連を考慮した上で計画
が立てられることが大切である。

総合的な学習の時間についても第５章総合的な学習の時間に示された目標などについて，
各教科，道徳科，外国語活動及び特別活動の目標や内容との関連を検討し，各学校の実
態に応じた目標及び内容を定めるとともに，指導計画を作成する必要がある。

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 P69-70

イ 各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。

各教科等及び各学年相互間の関連

系統的，発展的な指導
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２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の(1)）

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，
知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決
策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点

＜主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の3つの視点 ～学びの視点～＞

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 付録6 P204-249

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをもって粘り強
く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己
の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点

主体的な学び

対話的な学び

深い学び
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(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の(1)）

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，
知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決
策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点

＜主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の3つの視点 ～学びの視点～＞

特に「深い学び」の視点に関して，各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」である。各教
科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」は，
①新しい知識及び技能を既にもっている知識及び技能と結び付けながら
社会の中で生きて働くものとして習得したり，

②思考力，判断力，表現力等を豊かなものとしたり，
③社会や世界にどのように関わるかの視座を形成したりするために重要なものであり，

習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせることを通じて，より質の高い深い学びにつなげることが
重要である。

＜習得・活用・探究という学びの過程における見方・考え方＞

小学校学習指導要領(平成29年)総則編 付録6 P204-249

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
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(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の(1)）

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，
知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決
策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点

＜主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の3つの視点 ～学びの視点～＞

＜思考・判断・表現の過程＞

・物事の中から問題を見いだし，その問題を定義し解決の方向性を決定し，解決方法を探して計画を立
て，結果を予測しながら実行し，振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程
・精査した情報を基に自分の考えを形成し表現したり，目的や状況等に応じて互いの考えを伝え合い，
多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成したりしていく過程
・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく過程

各教科等の特質に応じて，こうした学習の過程を重視して，具体的な学習内容，単元や題材の構成や
学習の場面等に応じた方法について研究を重ね，ふさわしい方法を選択しながら，工夫して実践できる
ようにすることが重要

授業デザイン

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
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３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

カリキュラム・デザイナーの役割が求められる背景

1972年 教育職員養成審議会 「教員養成の改善方策（建議）」

高度専門的職業と明記

中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」 （平成24年8月28日）

「学び続ける教員像」の確立が提言

中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」（平成27年12月21日）

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題
材など内容や時間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えること
に他ならない。

カリキュラムデザイナー

育成指標を整備することが提言

学習指導要領(平成29年度告示) 解説 総則編（平成29年7月)
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３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

カリキュラムをデザインするに当たって

(１) 主体的・対話的で深い学びとカリキュラム・マネジメントの関係

授業改善を活性化していく視点

主体的・対話的で深い学び

児童生徒の学びの在り方

カリキュラム・マネジメント

教育活動の質の向上

児童生徒の学びを構想し改善するプロセス
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３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

(２) カリキュラム・マネジメントと「３つのプロセス」と「つなぐ」課題

カリキュラム・マネジメントと「３つのプロセス」

① 育みたい資質 ・能力及び目標を明確に設定する。
② 資質・能力の育成をめざして、子供の学びをデザインする。

1) カリキュラムをデザインする。
2) 学びの条件整備をデザインする。

③ データに基づいて、PDCAのサイクルを回し、評価 ・改善をする。

カリキュラム・マネジメントと３つの「つなぐ」課題

① 学びと条件整備をつなぐ
② 内容をつなぐ
③ 人、もの、情報をつなぐ
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３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

(３) カリキュラム・マネジメントの進め方

(l) 教育目標（育みたい資質・能力像）は設定され、共通理解は図られていますか？

(2) 目標を実現するためのカリキュラムが構想されていますか？

① 育成のめざされる子供像が、教育目標として、簡潔で明快な形で描かれているでしょうか？

② その目標は共通理解され、目標が目標として機能しているでしょうか？

① 教育目標を実現するための学びの経験はデザインされていますか？

② 学びの経験は、先行研究や実践事例を踏えたものになっていますか？
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３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

(３) カリキュラム・マネジメントの進め方

(3) 目標を実現するための条件整備が構想されていますか？

(4) P（計画）→D （実施）→C （評価）→A （改善）→のサイクルは動いていますか？

① 学びの経験を支える条件整備は整えられていますか？

② 学び合う文化が醸成され、学校内外の人をつないで組織的に取り組んでいますか？

① エビデンスを基に、子供の学びの経験は評価されていますか？

② 評価結果は、学びの改善に生かされていますか？
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ここまでのことを踏まえると,
中堅教諭であるあなたは,勤務校のカリキュラム・マネジメントの展開において,
□これまで,どのような役割を担い,どのように関わっていたかを振り返ってみましょう。
□そこで,「できていたこと」と「できていなかったこと」は何だったでしょうか？
□「できていたこと」の要因と「できていなかったこと」の阻害要因は何だったでしょうか？

文部科学省によると

「新たな取組を追加すること」ではなく,「学校の様々な業務の効率化を
図ることにより,カリキュラム・マネジメントの充実」につなげる。

「全教職員が持ち味を活かしながら力を合わせ,わが校の教育課程を全
教職員が語れる学校づくりを通して,「社会に開かれた教育課程」の実
現」を目指す。 (以上,文部科学省より)カリキュラム・マネジメント (mext.go.jp)

改めて考えてみると…

３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2020/01/28/20200128_mxt_kouhou02_02.pdf
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ミドルリーダーの機能 機能に伴う役割

「リーダー的機能」
「各分掌における目標や方策の具体化と焦点化を図るとともに,
共通実践の見通しをわかりやすく示す」

「マネージャー機能」
「計画的に課題を解決したり,協働的に遂行したりすることができ
るようにチーム運営を工夫する」

「メンター機能」
「若年教員を主な対象としつつ,信頼感の醸成に努力したり,学び
合う環境を整備したりする」

表１ ミドルリーダーの三つの機能とそれに伴う役割 出典：福岡県教育センター,2016,p.13

（１）期待される役割

３ カリキュラムデザイナーとしての中堅教諭等の役割
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